
部品交換説明書
商品の機能が100％発揮されるよう、
本説明書の内容を十分ご理解のうえ
部品交換してください。

●必要な工具等
ドライバー（マイナス8mm：止水栓にハンドルがない場合）、精密ドライバー（マイナス）
ドライバー（プラスNo.2）、モーターレンチ（43mm対応）、シリコングリス（A-2500-HS）、800番の紙やすり

●作業前のご注意

●交換方法

※湯・水両方の止水栓、または水道の元栓を閉めてから作業を行ってください。
※必ず水が止まっていることを確認してから作業を行ってください。
※サイズが合った工具を使用してください。
※排水口をフキン等で覆い、部品が落ちないようにしてください。

A-10666Xパッキンセット

PMS-2554(19020)

1. 止水栓または水道の元栓を閉め、ハンドルを開けて圧を抜きます。

4. スリップワッシャー、吐水口部を外します。（残水が排出されます。）

2. ハンドルキャップを精密ドライ
バー（マイナス）ではずし、固
定ねじをゆるめます。
※固定ねじの溝にしっかりとド
ライバー（プラスNo.2）を
差し込み、溝をつぶさないよ
うにしてください。

5. 精密ドライバー（マイナス）を使用して、既存の二つのパッキン
を取り外します。

 ※シール面にキズをつけないよう注意してください。

6. 本体・吐水口のシール面にゴムかす・水アカなどのスケールが付
着している場合、800番の紙やすりで除去した後に、きれいな
布などでしっかり取り除いてください。
※スケールが残ったままパッキンを交換すると漏水する可能性
があります。

7. 本体のネジ部や水栓本体の表面のゴミをきれいにふきとり、新
しいパッキンを上下につかみ、つかんだ面を水平に保ったまま
シール面に直接入れ込んでください。＊下図参照

3. レバーハンドル部を上に引き抜きます。
 モーターレンチで固定ナットを外します。

8. ねじれの有無を正面や左右から全周確認して下さい。
 下表に従って判定し、ねじれを修正します。

9. シリコングリスをXパッキンの全周にまんべんなく塗布してく
ださい。
推奨グリス：A-2500-HS（LIXIL ユニシリコン L250L）
推奨量　　：0.4ｇ（上下合わせて）

　　　　　　推奨量はこれくらいの大きさです。
　　　　　　真珠大（直径8.5ｍｍ）

スリップワッシャー

本体 吐水口部

本体、 吐水口のシール面に付着した
スケールを取り除いてください。

吐水口断面図

レバーハンドル部

10. 吐水口部をゆっくりと回転させながら、押し下げて取り付け、
スリップワッシャーを取り付けます。
※吐水口挿入時、少しでも抵抗を感じたら1度吐水口を引き上
げ、パッキンのねじれを再確認してから再度吐水口部を取り
付けてください。

※無理に入れると、パッキンが切れることがあります。

11. 吐水口がスムーズに回転することを確認してから、固定ナットを
手でしっかりと締め付け、モータレンチで増し締めし、ハンドル
を取り付けます。

12. 湯・水両方の止水栓、または水道の元栓を開け、適温適量になる
ように流量調節をします。
※止水栓または水道の元栓を全開にした場合は、1/4回転ほど
戻してください。

スリップワッシャー
吐水口部

●作業後の確認
※作業終了後、各部から水漏れがないことを確認してください。
水漏れにより、家財をぬらす恐れがあります。

吐水口部

【修正が必要な状態 】

ねじれていない側 ねじれてる側

【パッキンの外し方】
指で挟みながらパッキンを押し出す

【全周ねじれ】 【一部ねじれ】

ねじれのないところから指で
なぞって修正してください。

一度外してから再度組付け
てください。

【正しい状態】

正面

左 右


